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取扱説明書 


お買い上げいただきありがとうございます。 


△警告 


電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故 
になることがあります。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを 
示しています。 この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 
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A 警告安全のために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品は間違った使いかたをす 
ると、火災や感電などにより人身事故につながる 
ことがあり危険です。事故を防ぐために次のこ 
とを必ずお守りください。 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、 
次のような表示をしています。 
表示の内容をよく理解してか 
ら本文をお読みください。 



安全のための注意事項を守る 


以下の注意事項をよくお読みください。 


定期的に点検する 


設置時や1年に1度は、電源コードセツトに傷み 
がないか、コンセントと電源プラグの間にほこり 
がたまっていないか、電源ブラグがしっかり差し 
込まれているか、などを点検してください。 


故障したら使わない 


動作がおかしくなったり、キャビネットや電源 
コードセットなどが破損しているのに気づいた 
ら、すぐにお買い上げ店またはソニーの相談窓口 
に修理をご依頼ください。 


万一、異常が起きたら 



©電源を切る。 
©電源プラグをコン 
セントから抜く。 
©お買い上げ店または 
ソニーの 相談窓口に 
修理を依頼する。 


[^ 危 _ 

この表示の注意事項を守らな 
いと、火災 • 感電 • 破裂など 
により死亡や大けがなどの人 
身事故が生じます。 

IA 警告 I 

この表示の注意事項を守らな 
いと、火災•感電などにより 
死亡や大けがなどの人身事故 
につながることがあります。 

IA 注意 I 

この表示の注意事項を守らな 
いと、感電やその他の事故に 
よりけがをしたり周辺の物品 
に損害を与えたりすることが 
あります。 


注意を促す記号 

火災 感電指のケガに 


行為を禁止する記号 

0 

③ 

禁止 

分解禁止 



接触禁止 

ぬれ手禁止 

行為を指示する記号 

〇 


指示 

フラグをコン 
セントから抜く 
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A 塾とヒ 1 A A 下記の注意事項を守らないと 火災 • 感電 
a mT により死亡 や大け の原因となります0 


電源コードセツトを傷つけない 


電源コードセツトを傷つけると、火災や感電の 
原因となります。 

• 設置時に、製品と壁や棚との間にはさみ込ん 
だりしない。 

• 電源コードセツトを加工したり、傷つけたり 
しない。 

• 重いものをのせたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけない。加熱しない。 

• 移動させるときは、電源プラグを抜く。 

• 電源コードセツトを抜くときは、必ずプラグ 
を持って抜く。 

万一、電源コードセツトが傷んだら、お買い上げ 
店またはソニーの相談窓口に交換をご依頼くだ 
さい0 




0 

禁止 


湿気やほこり、油煙、湯気の多い場所や、 
直射日光のあたる場所には置かない 

上記のような場所に置くと、火災や感電の原因 
となることがあります。特に風呂場などでは 
絶対に使用しないでください。 



内部に水や異物が入らないようにする 

水や異物が入ると火災や感電の原因となりま 
す。本機の上に花瓶など水の入ったものを置 
かないで < ださい。 

万一、水や異物が入ったときは、すぐに本体の 
電源スイッチを切り、電源プラグをコンセント 
から抜き、お買い上げ店またはソニーの相談窓 
口にご相談ください。 



0 


0 

禁止 


本機の上にロー ソクを置かない 

本機の上に、例えば火のついた□ー ソクのよう 
な、火炎源を置かないでください。火災の原因 
となります。 



0 

禁止 
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A 塾 石 二 I A A 下記の注意事項を守らないと 火災 • 感電 
_ 口 mT により死亡や大:け/^の原因となります 〇 


キャビネットを開けたり、 

分解や改造をしない 

火災や感電、けがの原因となることがあります。 
内部の点検や修理はお買い上げ店またはソ 
ニーの相談窓口にご依頼ください。 



分解禁止 


雷が鳴りだしたら、アンテナ線や 
電源プラグに触れない 


本機やアンテナ線、電源ブラグなどに触れると 
感電の原因となります。 



(§) 

接触禁止 


本機を日本国外で使わない 

交流 100 V の電源でお使いください。海外など、 
異なる電源電圧の地域で使用すると、火災•感 
電の原因となります。 



付属の AC アダプターについて 

付属の AC アダプターは本機専用です。他の電 
気機器では使用できません。また、他の電気機 
器の AC アダプターも使用できません。 


0 


ガス管にアンテナ線をつながない 

火災や爆発の原因となります。 



壁に設置するときは、本機が落下しないよ 
うにしっかりと取り付ける 

取扱説明書の取り付け方法に従って壁にしっ 
かりと設置してください。本機が落下すると、 
けがの原因となります。 


❶ 
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A 立 | 下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の家財 
土思 I | こ 損害を与えたりすることがあります。 


ぬれた手で電源プラグにさわらない 

感電の原因となることがあります。 



風通しの悪い所に置かない 

布をかけたり、毛足の長いじゆうたんや布団の 
上または壁や家具に密接して置いて、自然放熱 
の妨げになるようなことはしないでください。 
過熱して火災や感電の原因となることがあり 
ます。 



0 

禁止 


付属の電源コードセツトについて 

付属の電源コードセツトは、本機専用です。他 
の電気機器では使用できません。 


0 

禁止 


幼児の手の届かない場所に置く 

ディスクの挿入口などに手をはさまれ、けがの 
原因となることがあります。お子さまがさわ 
らぬようにご注意ください。 



指のケガに 
注意 


大音量で長時間つづけて聞かない 

耳を刺激するような大きな音量で長時間つづ 
けて聞くと、聴力に悪い影響を与えることがあ 
ります。特にヘッドホンで聞くときにご注意 
ください。 

呼びかけられたら気がつく くらいの音量で聞 
きまし よつ。 
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A >±=^\ 下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の家財 
土思 I | こ 損害を与えたりすることがあります。 


はじめからボリュームを上げすぎない 

突然大きな音が出て耳をいためることがあり 
ます。ボリュームは徐々に上げましよう。特に、 
雑音の少ないデジタル機器をへッドホンで聞 
くときにはご注意ください。 


0 


安定した場所に置く 

ぐらついた台の上や傾いたところなどに置く 
と、製品が落ちてけがの原因となることがあり 
ます。また、置き場所、取り付け場所の強度も 
充分に確認してください。 



電源プラグは抜き差ししやすい 
コンセントに接続する 

異常が起きた場合にプラグをコンセントから 
抜いて、完全に電源が切れるように、電源ブラ 
グは容易に手の届くコンセントにつないでく 
ださい。 

通常、本機の電源スイッチを切っただけでは、 
完全に電源から切り離されません。 


❶ 

指不 


コード類は正しく配置する 

本機に取り付ける電源コードセツトや AV 7_ 
ブルは、足にひっかけると機器の落下や転倒 
などにより、けがの原因となることがあります。 
充分に注意して接続、配置してください。 



0 


長期間使わないときは、電源プラグを抜く 


長期間使用しないときは安全のため電源ブラ 
グをコンセントから抜いてください。絶縁劣化、 
漏電などにより火災の原因となることがあり 
ます。 
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お手入れの際、電源ブラグを抜く 

電源ブラグを差し込んだままお手入れをする 
と、感電の原因となることがあります。 



電池についての 一 液漏れ • 破裂 • 発熱 • 発火 • 誤 飲による 

安全上のご注意 大けが や失明を避けるため、下記の注意事項を必ず 
-お守りください0 


/ K 危険 


電池の液が漏れたときは 


素手で液をさわらない 

電池の液が目に入ったり、身体や衣服につくと、 
失明やけが、皮膚の炎症の原因となることがあ 
ります。液の化学変化により、数時間たってか 
ら症状が現れることもあります。 



⑧ 

接触禁止 


必ず次の処理をする 

• 液が目に入ったときは、目をこすらず、すぐ 
に水道水などのきれいな水で充分洗い、ただ 
ちに医師の治療を受けてください。 

• 液が身体や衣服についたときは、すぐにきれ 
いな水で充分洗い流してください。皮膚の炎 
症やけがの症状があるときは、医師に相談し 
てください。 



❶ 

指 7 F 
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△警告 


電池は乳幼兒の手の届かない所に置く 

電池は飲み込むと、窒息や胃などへの障害の原 
因となることがあります。 

万一、飲み込んだときは、ただちに医師に相談 
してください。 



0 

禁止 


電池を火の中に入れない、加熱 • 分解 • 改造 • 
充電しない、水で濡らさない 

破裂したり、液が漏れたりして、けがややけど 
の原因となることがあります。 



0 


指定以外の電池を使わない、新しい電池と 
使用した電池または種類の違う電池を混ぜ 
て使わない 

電池の性能の違いにより、破裂したり、液が漏 
れたりして、けがややけどの原因となることが 
あります。 


0 

J 禁止 


十と一の向きを正しく入れる 

+と一を逆に入れると、シヨ_卜して電池が発 
熱や破裂をしたり、液が漏れたりして、けがや 
やけどの原因となることがあります。 

機器の表示に合わせて、正しく入れてください。 



使い切ったときや、長時間使用しないとき 
は、電池を取り出す 

電池を入れたままにしておくと、過放電により 
液が漏れ、けがややけどの原因となることがあ 
ります。 



〇 

指 7 F 
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録音についてのご注意 

• 大切な録音の場合は、必ず事前にため 
し録りをし、正常に録音されているこ 
とを確認してください。 

• 本機を使用中、万一不具合により録音 
されなかつた場合の録音内容の補償 
については、ご容赦ください。 

• あなたが録音したものは、個人として 
楽しむなどのほかは、著作権法上、権 
利者に無断で使用できません。 

ステレオを聞<とぎのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみ 
になるときは、隣近所に迷 
惑がかからないような音量 
でお聞きください。特に、 
夜は小さめな音でも周囲に 
はよく通るものです。 

窓を閉めたり、へッドホン 
をご使用になるなどお互い 
に心を配り、快い生活環境 
を守りましょう。 

このマークは音のェチケツ 
卜のシンボルマークです。 


正常な使用状態で本製品に故障が生 
じた場合、当社は本製品の保証書に定 
められた条件にしたがって修理を致 
します。ただし、本製品の故障、誤動 
作または不具合により、録音、再生な 
どにおいて利用の機会を逸したため 
に発生した損害等の付随的損害の補 
償については、当社は一切その責任を 
負いませんので、あらかじめご了承く 
ださい。 


CD 再生時のご注意 

本製品は、コンパクトディスク (CD) 規 
格に準拠した音楽ディスクの再生を前 
提として、設計されています。最近、い 
くつかの レコー ド会社より著作権保護 
を目的とした技術が搭載された音楽 
ディスクが販売されていますが、これら 
の中には CD 規格に準拠していないもの 
もあり、本製品で再生 • 録音できない場 
合があります。 

DualDisc についてのご注意 

DualDisc とは DVD 規格に準拠した面と、 
音楽専用面とを組み合わせた新しい両 
面ディスクです。なお、この音楽専用面 
はコンパクトディスク (CD) 規格には準 
拠していないため、本製品での再生は保 
証いたしません。 

商標について 

• “ウ ォーク マゾ、“ WALKMAN”、 
“WALKMAN” ロゴは、ソニー株式会社 
の登録商標です。 

• 本機は Fraunhofer IIS および 
Thomson の MPEG Layer-3 才ーデイ 
オコーディング技術と特許に基づく 
許諾製品です。 
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本書では、リモコンのポタンを使った 
操作説明を主体にしています。リモ 
コンと同じ名前の本体のボタンは、同 
じ働ぎをします。 

m 

i / ci ) (電源)ポタン 

本機の電源を入/切します。 

ウォークマンワンタツチ録音ポ 
タン （32 ページ） 

本機に接続した"ウ ォーク マン”へ CD 
や MP 3 ディスクの曲を録音します。 

囹 

本体：フアンクシヨンポタン 
リモコン：フアンクシヨン +/— 
ポタン 

ファンクションを切り換えます。 

a 

本体：(再生/—時停止)ポ 
タン 

リモコン： ►► (再生)ポタン 、II 
(一時停止)ポタン 

CD や MP 3 ディスク、本機に接続した 
"ウォークマン"の曲を再生したり、一 
時停止します。 

固 

■ (停止)ポタン 

CD や MP 3 ディスク、本機に接続した 
"ウォークマン"の曲の再生を停止し 
ます。 

"ウォークマン” への 録音を停止します。 

囹 

本体：選局 +/— ポタン 


リモコン：+/_ポタン 

聞ぎたいラジオ局の周波数に合わせ 
ます。 

本体： ！◄◄/►►! ポタン 

曲の頭出しをします。 

押している間、曲の早戻しや早送りを 
します。 

リモコン： ！◄◄/►►! ポタン 

曲の頭出しをします。 

リモコン：◄◄/►►ポタン 

曲の早戻しや早送りをします。 

m 

本体：音量+/_ポタン 
リモコン：音量 +/— ポタン 

音量を調節します。 

囹 

仝イジェクト 

ディスクを取り出します。 

囹 

ディスクスロット 

園 

WM - PORT コネクター(“ウォー 
クマン”接続端子)（19、32、35、 
38ページ） 

ふたをはずして、別売りの"ウォークマ 
ゾを接続します。 

スピーカー（左/右） 


各部の名前と働き 
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SI 

スタンパイランプ 

電源がオフのとき点灯します。 
点滅している場合は異常を検出して 
います。「スタンバイランプが点滅し 
ているときは」 （50 ページ)をご覧く 
ださい。 

囵 

表示窓 

本機の設定状態などを表示します。 
この表示を見ながら、設定の確認や変 
更ができます。 

53 

0 (へッドホン)端子 

別売りのへッドホンを接続します。 

01 

リモコン受光部 

51 

クリアポタン (28 ページ） 

プ□グラムした曲をプログラムから 
消します。 

冏 

イコライザポタン (43 ページ） 

音質を切り換えます。 

押すたびに、 「 BASS 」 または TREBLE 」 
に切り換わります。 

01 

放送局登録ボタン (42 ページ） 

ラジオ局をプリセット登録します。 

51 

㊉ （決定)ポタン 

操作や設定を決定します。 


画 

オプションポタン (36 ページ） 

"ウォークマン"の操作時に押すと、 

"ウォークマソ’の OPTION ポタン 
と同じ操作ができます ( NW - S 764/ 
S 765/ S 766、 NW - S 764 K / S 765 K , 
NW - S 764 BT のみ (201 1年10月現 
在))。 

U 

&+/— ポタン(25、27、33、 

36、39ページ） 

フォルダ(アルバム)を選択します。 

M 

曲削除ポタン (39 ページ） 

本機に接続した"ウォークマン"の曲 
やフォルダの削除を開始します。 

M 

ハ戻るポタン(36、39、40ペー 
ジ） 

操作前の状態に戻すことができます。 
"ウォークマン"の操作時に押すと、 
"ウォークマン”の BACK ボタンと同 
じ操作ができます ( NW - S 764/ S 765/ 
S 766、 NW - S 764 K / S 765 K ' NW - 
S 764 BT のみ (201 1年10月現在)）。 

M 

♦/♦/♦/ ■►ポタン 

項目を選択したり、設定を変更しま 
す。"ウォークマン”の操作時に押す 
と、"ウォークマソ'の ▲/▼/◄/ ►ボタ 
ンと同じ操作ができます ( NW - S 764/ 
S 765/ S 766、 NW - S 764 K / S 765 K , 
NW - S 764 BT のみ (201 1年10月現 
在)）。 



囫 

時計/タイマー設定ボタン(22、 
45、46ページ） 

時計や再生タイマーを設定します。 

M 

ス U —プポタン (44 ページ） 

スリープタイマーを設定します。 

表示切換ポタン (43 ページ） 

表示窓に表示される内容を切り換え 
ます。 

M 

リビート/ FM モードポタン(25、 
41ページ） 

曲を繰り返し聞くときに使います。 

FM 放送のステレオ受信、モノラル受 
信を切り換えます。 

■ 

再生モード/選局モードポタン 
(25、27、28、33、41、42ページ) 

ディスクの再生モード(再生のしか 
た)を選択します。 

ラジオ局の選局モードを切り換えます。 


各部の名前と働き 
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本機の楽しみかた 


聞く ） いろいろな音源から音楽を聞く 


( 29ページ） 


"ウォークマン” 


( 24ページ） 


A 


FM/AM 
f 41ページつ 



(42 ページ） 


〔録音する ）“ ウォークマン”に直接録音する 

“ウオークマン” 


广❼) 音楽 CD 
( 31 ページ) 


1 CD フアンクシヨン以外からは録音できません。 
1 録音に対応している“ウオークマン”につい 



ては、 r ウオークマン”の再生 • 録音 • 削除 
対応機種について」 （29 ページ)をご覧くだ 
さい0 


16 













































接続する 



®FM アンテナ ® AC アダプターへ 

©スピーカーコード(右)へ 



I 


AM ループアンテナをセツトするには 



アンテナに巻かれて アンテナを起こして 
いるアンテナコード カチッと音がするま 
をほどき、台を起こす で溝に確実にはめる 


次のページにつづ< 
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0 外部入力 

別売りの外部入力機器を本機に接続 
します。 (42 ページ） 

0アンテナ （ FM / AM ) 

アンテナを接続しないとラジオ放送 
を受信できません。 

受信状態の良い場所や方向を探して 
設置してください。 

雑音の原因になるため、 AM ループア 
ンテナは本体やスピーカーコード、電 
源コードセツト、他の AV 機器から離 
してください。 

FM アンテナは、先端をテープなどで 
固定してください。 

H スピ ー カ ー (左/右） 

スピーカーコードの先端部分を、奥ま 
でしっかりと挿し込んでください。 

0 DC 入力19.5 V (電源） 

すべての機器を接続したあと、次のよ 
うにコンセントにつないでください。 
1付属の電源コードセツトと AC 
アダプターをつなぐ。 

2 AC アダプターの DC プラグを 
本機につなぐ。 

3 電源プラグをコンセントにつ 
なぐ。 


電源プラグ DC プラグ 



リモコンに電池を入れ 
る 

〇と©の向きを合わせて、リモコンに 
単3形乾電池 ( R 6、 付属）2個を入れま 
す。イラストのように©極側から入 
れます。 



ご注意 

• 電池の使いかたを誤ると、液漏れや破裂 
のおそれがあります。次のことを必ず 
守ってください。 

-〇と©の向きを正しく入れてください。 
一 新しい電池と使った電池、または種類 
の違う電池を混ぜて使わないでくだ 
さい。 

一 電池は充電しないでください。 

一 長い間リモコンを使わないときは、電 
池を取り出してください。 

一 液漏れしたときは、電池入れについた 
液をよく拭き取ってから新しい電池 
を入れて < ださい。 

• リモコンを使うときは、リモコン受光部 
囵に直射日光や照明器具などの強い光 
が当たらないよろにして<ださい。 IJ モ 
コンで操作できないことがあります。 
•電池の交換時期は約6か月です。リモコ 
ンを本体に近づけないと操作しづらく 
なったら、2個とも新しい電池に交換し 
て < ださい。 













“ウォークマン”を本機 
に接続するには 


本機の WM - PORT に、付属の“ウォー 
クマン”用アタッチメント（タイプ A 
またはタイプ B ) または、"ウォークマ 
ン”に付属のアタッチメントを取り付 
けて、 WM - PORT 搭載の“ウォークマ 
ゾを接続して使うことができます。 

対応するアタッチメントについては、 
29ページをご覧ください。 

"ウォークマン”用アタッチ 
メントを装着する。 

以下のアタッチメント装着の手順は、 
タイプ A のアタッチメントを例とし 
ています。 



アタッチメントの取りはすし 
かたについて 

アタッチメントの「。。。」部分(左端ま 
たは右端)を上から押して、反対側の 
端を浮き上がらせて取りはずしてく 準 

ださい。 備 

以下のアタッチメント取りはずしの 
手順は、タイプ A のアタッチメントを 
例としています。 



反対側の端が浮き上 
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スタンドを取り付 
ける 

本体の背面にスタンドを取り付けま 
す。 

本機を平らなところに置いて使用す 
るときに取り付けてください。 



1スタンド上部のツメ （2 か所） 
を、本体の溝®に差し込む。 

2スタンド底面を軽く押しなが 
ら、スタンド底部のツメ （2 か 
所)を本体の溝®に差し込む。 


スタンドを取りはすす 



スタンドの底面を軽く押しながら、ス 
タンドを本体から取りはずしてくだ 
さい0 


壁にかけて使用す 
る 

本機を壁に取り付けます。スタンド 

が取り付けてある場合は、取りはずし 

てください。 

ご注意 

• 本機を壁に設置をするときは、必ずコン 
セントから電源プラグを抜いて行ってく 
ださい。 

• 設置する壁の強度、素材に合わせたネジ 
を使用してください。取り付けるときは、 
ネジ販売店または工事専門業者にご相談 
の上、安全性に充分考慮して確実に取り 
付けてください。 

• 設置する壁の強度や素材に合わないネジ 
を使用した場合、本機が落下して破損ま 
たはけがをするおそれがあります。 

目安として、 10kg に耐えられる壁の強 
度が必要です。 

1付属の壁掛け用パッドを、図の 
ように本体とスピーカ ーの 背 
面に貼りつける (8 か所)。 



このマークの 位置に 
貼りつけます。 


2本体とスピーカー背面のネジ 
穴に合う、市販のネジを用意す 
る 0 
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本体とスピーカー背面のネジ穴 


3壁に市販のネジをとめる。 

ネジが壁から3 mm から4 mm 突 
き出すようにとめます。補強され 
た壁に水平に取り付けてください。 



4本体とスピーカーを、壁に取り 
付けたネジにかける。 

本体とスピーカー背面のネジ穴と、 
ネジの位置を合わせてから取り付 
けます。 



スピーカー背面 


ご注意 


• 壁に取り付けたネジが、正しく配列され 
ているか確認してください。壁に取り付 
けたネジの間隔が、本体とスピーカーの 
ネジ穴位置と合っていないと、本機を壁 
にしっかりと固定できません。 

• 本機に人や物が不意に接触した場合、壁 
から本機が落下するおそれがあります。 

• 本機の上にものを置かないでください。 
放熱を妨げ故障の原因になります。 

• 本体背面からの放熱により、壁の材質に 
よっては、変形または変色することがあ 
ります。 

•取り付けの不備、強度不足、誤使用、天災 
などによる事故、損傷につきましては、当 
社は一切の責任を負いかねます。 



I 


ちょっと一言 

• 本体とスピーカーのネジ穴の間隔は最 
短で90 mm です。本体とスピーカーの 
間隔をあけて壁に取り付ける場合は、ス 
ピーカーコードの長さを調節してから壁 
に取り付けてください。 

• 本体背面にある接続端子部の突起に、図 
のようにスピーカ_コ_ドを巻きつける 
ことができます。本機を壁に取り付ける 
とき、スピーカーコードの長さを調節し 
たい場合に使用してください。 



音響効果を楽しむために 

スピーカーの配置によって音は変化 
します。より良い音質を楽しむために、 
以下を参考にしてください。 

• 左右のスピーカーの周囲の環境をできる 
だけ同じにする。 

次のページにつづく 21 

















• 左右のスピーカーの間隔を広げる。 

• 鑑賞時の耳の位置と同じ高さに設置する。 


時計を合わせる 

リモコンのポタンを使つて時計を合 
わせます。 



1電源)ポタン 3] を押して、 
電源を入れる。 

2 時計/タイマー設定ポタン园 
を押す。 

「PLAY SET ?」 が点滅するときは、 
♦/ ♦ポタン13を繰り返し押して 
「CLOCK SET ?」 を選び、 ㊉ ポタン 
01を押してください。 

3 ♦/ ♦ポタン函を繰り返し押し 
て「時」を合わせ、 ㊉ ポタン圈 
を押す。 

4「0寺」と 同じ手順で 「分」を 合わ 
せ、 ㊉ 朮タン圆を押す。 


ご注意 

停電になったり、電源プラグや DC プラグな 
どが抜け電源供給がなくなると、時計設定 
は解除されます。 

電源が切れているときに時計 
を確認するには 

表示切換ボタン！！]を繰り返し押して、 
時計を表示させます。時計は約8秒間 
表示されます。 


オートスタンバイ 
機能について 

本機にはオートスタンバイ機能がつ 
いています。このオートスタンバイ 
機能によって、盤操作または無音の状 
態が30分経過すると本機は自動的に 
スタンバイモードに移行します。 
スタンバイモードに移行するときは、 
移行する2分前に 「AUTO STBY 」 が表 
示されます。 

お買い上げ時の初期設定では有効に 
なっていますが、本体のボタンを使っ 
てオートスタンバイ機能を切ること 
がでぎます。 

本機の電源が入っているときに、 
「AUTO STBY OFF 」 が表示され 
るまで本体の i / c !) ポタン Q ] を 
押し続ける。 

才_トスタンバイ機能を「オン」にす 
るには 、 「AUTO STBY ON 」 が表示さ 
れるまで同じ手順を繰り返してくだ 
さい0 

ご注意 

• 才一トスタンバイ機能を有効にしていて 
も 、 ITUNER FM 」 または [TUNER AM 」 の 


22 


















フアンクシヨンをお使いのときは無効とな 
り、スタンノ〈イモードへ移行しません。 

• 才一トスタンバイ機能を有効にしていても、 
次の状態のときにはスタンノ (イモードへ移 
行しません。 

一 音声信号を検出したとき。 

一 曲を再生しているとき。 

一再生タイマーまたはスリープタイ 
マー開始のための処理が始まつたと 
ぎ 。 

• 才ートスタンバイ機能を有効にした状態で 
次の操作を行うと、才一トスタンノ (イモー 
ドへ移行するまでの時間 (30 分)をリセット 
して再カウントします。 

一 “ウォークマン”を接続したとき。 

一 本体またはリモコンの操作ボタンを 
押したとき。 


CD を聞 < 


CD/MP3 ディスク 
を再生する 



1フアンクシヨン +/— ボタン 
ほ]を繰り返し J 甲して、 CD ファ 
ンクシヨンを選ぶ。 

「 CD 」 が表示されます。 


2レーベル面を手前にして、ディ 
スクをデイスクス□ツトに 
セツトする。 



ディスクを取り出します。 

「 Reading 」 の点滅表示が消えるま 
でお待ちください。 

「No Disc 」 が表示されたときは 

ディスクが入っていないまたは本 
機では再生できないディスクを挿 
入しています。「使用上のご注意」 
(47 ベージ)をご覧になり、再生で 
きるディスクを挿入してください。 

3 ►ポタン(本体ではボタ 
ン） ® を押して、再生を開始 
する。 


ご注意 

• 本機の電源を入れた直後は、表示窓に 
「No Disc 」 が表示されるまで、ディスク 
はディスクス□ット内部に引き込まれま 
せん 。 「No Disc 」 が表示されていない状 
態で、無理にディスクをス□ットに挿入 
しないでください。 
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• 特殊な形状(八一卜型、カード型、星型な 
ど)のディスクを挿入しないでください。 
内部でディスクが落ち込み、修復不能な 
損傷を本機に与えるおそれがあります。 

•ディスクをディスクス□ットに挿したま 
まの状態で、本機の電源を切らないでく 
ださい。ディスクを落として傷つけるな 
どの原因になります。 

• テープ や シールの 貼られたディスク、接 
着剤ののりが付着したディスクなどは、 
故障するおそれがあるため、本機では使 
わないでください。 

• ディスクを取り出すときは、記録面に触 
れないようご注意ください。 

• 本機の電源が切れているときは、ディス 
クをディスクス□ットに押し込むなど、 
無理にディスクを挿入しようとしないで 
ください。故障するおそれがあります。 

• 変換 アダプターを 使用して標準サイズに 
した 8 cm ディスクは、本機の故障の原因 
となるためお使いになれません。 


その他の操作 


こんなときは 

操作 

一時停止する 

■■ボタン(本体では 
►-■1ボタン）を 
押す。ちう一度押す 
と再生を再開します。 

再生を止める 

■ポタン固を押す。 

曲を選ぶ 

!◄◄/►►) ポタン囹 

を押す。 

曲中の聞ぎた 
い部分を探す 

再生中に ◄◄/ ►►ボ 
タン 切 （本体では 

!◄◄/►►! ボタン画） 

を押し続け、聞きた 
いところで指を離す。 

曲を繰り返し 
聞< 

リビートボタン H 
を繰り返し押して、 
「 REP 」 (全曲リピート 
再生)または 「 REP 1」 

C 1 曲リビート再生） 

を点灯させる。 

MP 3 ディスク 
内のフォルダ 
を選ぶ 

d +/ —ボタン HI を 
繰り返し押す。 

ディスクを取 
り出す 

本体の念ボタン固を 
押す。 


再生モードを変えるには 

ディスクの停止中に再生モードボタ 
ンを繰り返し押して、再生モード 
を切り換えます。再生モードは、以下 
のとおり切り換わります。 

ノーマル再生（「なし」または「&」点 
灯*)—シャッフル再生 （「 SHUF 」 また 
は「& shuf 」 点 cn — プログラム再 
生 (「 PGM 」 点灯） 


CD を聞 < 


次のページにつづく 25 












* 「&」または 「& KSHUF )」 を選択してい 
るときは、 MP 3 ディスク内の特定のフォ 
ルダ(アルバム)を再生対象にします。こ 
のとき、フォルダ内の全曲が再生されま 
す。 

CD ( CD - DA ディスク）が再生対象のと 
きは、ノーマル再生「なし」またはシャッ 
フル再生 「 SHUF 」 と同じ動作となります。 

「Push STOP !」 が表示されたときは 

再生中は再生モードの変更はできま 

せん。停止してから再生モードを変 

更してください。 

U ピート再生についてのご注意 

•「 REP 」 は、再生を停止するまで全曲を繰 
り返し再生します。 

•「 REP 1」 は、再生を停止するまで再生中の 
1曲だけを繰り返し再生します。 

シャッフル再生についてのご注意 

•「 SHUF 」 は、ディスク内の全ての曲を 
シャッフル再生します。 「&1 SHUF 」 は、 
選択しているフォルダ内の曲をシャッフ 
ル再生します。 

• 本機の電源を切ると、選択していた 
シャッフル再生モード （「 SHUF 」 または 
「&1 SHUF 」） はリセットされ、ノーマル 
再生(「なし」または「&|」）モードとなり 
ます。 

MP 3 ディスクについてのご注意 

• MP 3 ディスク作成の際には、不要なフォ 
ルダやファイルを MP 3 ファイルといっ 
しょに記録しないでください。 

• フォルダ内に MP 3 ファイルが存在しない 
場合は、このフォルダは表示されません。 

•曲の再生は、 MP 3 ディスク作成時の記録 
順 ( MP 3 ファイルのディスクへの記録の 
順番)となります。 

• ファイル名に「. mp 3」の拡張子を持つ 
オーディオファイルのみが再生対象とな 


ります。 

• ファイル名に「. mp 3」の拡張子を持って 
いても、 MP 3 形式のオーディオファイル 
でない場合には再生されません。このよ 
うなファイルの再生は、大音量のノイズ 
となり、スピーカーや本機の故障の原因 
となることがあります。 

• MP 3 ディスクに対する本機の上限は次の 
とおりです。 

一 最大フォルダ数： 255 (ルートフォル 
ダ含む） 

一 最大ファイル数： 511 
一認識可能なファイルとフォルダの総 
数： 512 

一認識可能な最大階層(フォルダ）レべ 
ル： 8 

• 本機は、エンコードソフトウェアや書き 
込み用ソフトウェア、 CD - R / RW ドライブ、 
使用メディアなど、 MP 3 ディスクの作成 
に必要な機器やソフトウェアのすべてを 
保証するものではありません。作成した 
MP 3 ディスクが本機での再生に適さない 
場合、ノイズが再生される、再生が途切れ 
る、まったく再生されないなど、不具合が 
発生するおそれがあります。 

マルチセッシヨンディスクについて 
のご注意 

• 最初のセッションとそれに続くセッショ 
ンが CD-DA フォーマットで記録されて 
いる場合は、異なるフォ _ マットで記録 
されたセッションに到達するまで、マル 
チセッション内のファイルを再生し続け 
ます。 

• 最初のセッションとそれに続くセッショ 
ンが CD - ROM フォーマットで記録され 
ている場合は、異なるフォ _ マットで記 
録されたセッションに到達するまで、マ 
ルチセッション内の MP 3 ファイルを再生 
し続けます。 

ご注意 

ディスクをセットした後、 「 Readina 」 の点 
滅表示が消えるまで 仝 （イジェクト）固 
を押さないでください。 
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好きな順に 
曲を間< 

(プ□グラム再生） 

リモコンのボタンを使ってプ□グラ 
ム登録をします。 



フアンクシヨン +/— ボタン 
を繰り返し押して、 CD フアン 
クシヨンを選ぶ。 

停止中に再生モードボタン_ 
を繰り返し押して 「PGM」 を点 
灯させ、プログラム再生モード 
を選ぶ。 


N◄>>1ポタン囹を繰り返し 
押して、プ□グラムしたい曲を 
選ぶ。 

MP 3 ディスクの特定のフォルダ 
(アルバム)内の MP 3 ファイル 
をプログラムに登録するときは、 
&十/ーボタン IU でフォルダを選 
び、曲を選んでください。 

^- い i ▲▲り 


選んだ曲番プログラムした 
曲の 総 演奏時間 

㊉ポタン圏を押す。 

プログラムした曲の総演奏時間が 
100分を超える場合や、 MP 3 ファ 
イルをプログラムした場合には 
「一 一. 一一」と表示されます。 

手順3、4を繰り返してプログ 
ラムする。最大25曲までプロ 
グラムできます。 

「Step FulHJ が表示されたときは 

26曲目を登録しようとしています。 
「プ□グラムを消すには」 （28 ベー 
ジ)をご覧になり、プログラムを消 
してから登録し直してください。 

►ポタン ® を押す。 

プログラム再生が始まります。登 
録したプログラムは、デイスクを 
取り出したり、電源コードセツト 
を抜かない限り保持されます。プ 
□グラム再生後、同じプログラム 
を再生するには、►ボタン区]を 
押してください。 


C □を聞< 
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プログラム再生を中止するには 

停止中に、 「 PGM 」 が消えるまで再生 
モードボタン II を繰り返し押します。 

プログラムを消すには 

停止中に、クリアポタン IS を押しま 
す。ボタンを押すたびに、最後にプロ 
グラム登録した曲から消えます。 
登録していたプログラムをすべて消 
去すると 、 「No Step 」 が表示されます。 

プ□グラムの登録数を確認す 
るには 

再生停止中に表示切換ポタン固を繰 
り返し押します。プログラムの登録数 
を確認できます。 
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ウォークマン”を楽しむ 


“ウ ォーク マン”ご利用の前に 

対応機種以外の“ウォークマゾは使用しないでください。対応機種以外の機種 
の動作は保証しておりません。 

"ウォークマン’’を本機に接続する際は、 WM - PORT に“ウォークマン”用アタッ 
チメントを装着します （1 9ページ)。 


動作確認済み機種 (201 1 年 10 月現在 ) 


シリーズ 

機種名 

対応アタッチメント * 

再生 

録音 

削除 


NW-A828/A829 

タイプ A 

〇 

X 

X 

A シリーズ 

NW-A845/A846/A847 

NW-A855/A856/A857 

NW-A865/A866/A867 

“ウ ォーク マゾに付属 

〇 

〇 

〇 


NW-S636F/S638F/S639F 

NW-S636FK/S638FK 

タイプ A 

〇 

X 

X 


NW-S644/S645 

NW-S644K/S645K 

タイプ A 

〇 

〇 

〇 


NW-S736F/S738F/S739F 

NW-S736FK/S738FK 

タイプ A 

〇 

X 

X 

S シリーズ 

NW-S744/S745/S746 

NW-S744K/S745K 

タイプ A 

〇 

〇 

〇 


NW-S754/S755/S756 

NW-S754K/S755K 



NW-S764/S765/S766 

NW-S764K/S765K 

NW-S764BT 

“ウォークマゾに付属 

〇 

〇 

〇 

E シリーズ 

NW-E052/E053 

NW-E052K/E053K 

“ウォークマゾに付属 

〇 

〇 

〇 

X シリーズ 

NW-X1050/X1060 

タイプ B 

〇 

〇 

〇 


* タイプ A 、 タイプ B のアタッチメントは本機に付属しています。アタッチメントの裏側に 
記されている A または B を確認してください。 


最新の対応機種については、下記ホームページの機種別サボートをご覧くださ 
い。 http :// www . sonv . co . jp / svstemstereo - support / 
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"ウォークマン”の再生 • 録音 • 削除対応機種について 


“ウォ—クマン”を楽しむ 
















ご注意 

• 本機が対応する“ウォークマゾには、本 
機での再生のみに対応する機種と、再生 
/録音/曲およびフォルダの削除に対応 
する機種があります。再生のみに対応す 
る“ウォークマゾをお使いの場合、本機 
での録音、“ウォークマン”の曲、フォルダ 
の削除はできません。 

• "ウォークマン”を フォー マットするとき 
は、“ウォークマン”本体の機能(メモリー 
の初期化機能)を使ってフォーマットし 
てください。他の方法で フォー マットし 
た場合、本機からの録音が行えないなど 
の不具合が発生するおそれがあります。 
詳しくは、“ウォークマン”の取扱説明書 
をご覧ください。 

• 本機は"ウォークマン”の動作のすべてを 
保証するものではありません。 

•本機に-ウォークマゾを接続するときは、 
「データべース作成中」の表示が“ウォー 
クマン”の表示窓から消えていることを 
確認してから接続してください。 

•録音中や削除中に、本機から“ウォークマ 
ン”をはずさないでください。“ウォーク 
マン"のデータが破損したり、“ウォーク 
マン”本体が故障するおそれがあります。 

• お使いの“ウォークマン”の機種によって 
は、本機の操作に対する反応が遅れる場 
合があります。 

• 次のケースでは、再生や録音ができません。 
ー フォルダあたりのファイル数が999を 
超んた 

ー ファイル数 ( MP 3 形式のファイルの総 
数)が999を超えた場合 
ー フォルダ数が999を超えた場合(空 
フォルダ、 ROOT フォルダなどすベて 
のフォルダを含む） 

パソコンから“ウォークマゾにドラッグア 
ンドドロップで転送した MP 3 形式の曲や 
本機から録音した曲が対象になります。 X - 
アプリ （ SonicStage ) で転送した曲は数値 
に含まれません。 

これらファイル数、フォルダ数の上限は、 

"ウォークマン”の階層構造の状態によって 
異なります。そのため、不要なフォルダや 
ファイルは“ウオークマゾに保存しないで 
ください。 


“ウォークマン”の充電 
について 

本機は、本機の電源が入/切どちら 
の状態でも“ウォークマン”を WM - 
PORT コネクター ■ に接続すると、自 
動的に充電を開始します。 

本機の電源がオフのとき、"ウォーク 
マゾ充電中は表示窓に 「 Charging 」 
が表示されます。 

本機の電源がオンの状態で充電する 
場合は、充電中も“ウォ_クマン”の音 
声を再生できます。 

"ウォークマン”の充電に関するご注意 

-本機がスタンバイモードのとき、表示切 
換ボタン固を押して表示モードを切り 
換えると、本機は充電を終了します。再 
度充電する場合は、本機から“ウォークマ 
ゾをいったん取りはずし、表示窓に時計 
が表示されていないときに再び接続して 
ください。 

• 本機がスタンバイ モー ドのとき、■■ウ ォー 
タマン” を設置してから4時間経過すると 
自動的に充電を終了します。 

• 本機がスタンバイモードのとき、充電中 
の充電状況は■■ウォークマン”に表示され 
ません。 

• 才ートスタンバイ機能を「オン」に設定し 
ている場合、無操作や無音の状態が30分 
経過すると、"ウォークマン”の充電を続 
けながら本機はスタンパイモードに移行 
します。 

• コンセントからの電源供給がない状態で 
本機に-ウォークマゾを接続した場合、 
あとから本機の電源を入れても"ウオー 
クマン”は充電されません。 
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CD を“ウォークマ 
ン”に録音する 

CD - DA ディスクまたは MP 3 ディスク 
の曲を、“ウォークマン”へ録音するこ 
とができます。録音に対応している 
"ウォークマン"については、「“ウォー 
タマン" の再生 • 録音 • 削除対応機種 
について」 (29 ページ)をご覧くださし、。 
本機の録音モードには、ディスクの 
全曲をまとめて“ウォークマゾへ録 
音する 「REC ALL モード」、再生中の曲 
を“ウォークマン"へ録音する 「 REC 1 
モード」、お好みの曲を録音する 「REC 
PGM モード」の3種類があります。 

ご注意 

•「Not Supported 」 と表示されたときは、 
お使いの"ウォークマン”は本機での録音 
に対応していません。対応機種について 
は、29ページをご覧ください。 

• CD - DA ディスクから録音した場合、タイ 
トルは付きません。ファイル名に通し番 
号が付きます。詳しくは「フォルダ名と 
ファイル名について」 （34 ページ)をご覧 
<ださい。 

•本機では、"ウォークマン”内の曲のタイ 
トルなどの変更はできません。 

• MP 3 ディスクからの録音中は、高速録音 
モードとなり音は再生されません。 

ちょっと _ 言 

• 録音した曲の保存先については、「録音し 
た曲の保存先について」 （33 ページ)をご 
覧ください。 

• CD - DA ディスクが音源のときは、録 
音した曲は MP 3 形式(ビツトレートは 
128 kbps ) に変換されます。 MP 3 ディス 
クが音源のときは、録音後のフォーマツ 
卜も MP 3 形式となります（ビットレ_卜 
も音源と同じ)。 


• 録音に必要な■■ウォークマゾの空き容 
量は、 CD - DA ディスクから録音する場 
合、1分あたり約 1 MB が目安となりま 
す。 MP 3 ディスクから録音する場合に 
は、より多くの空き容量が必要となるこ 
とがあります。空き容量は、"ウォークマ 
ン”で確認することができます。詳しくは、 
"ウォークマゾの取扱説明書をご覧くだ 
さい。 

• CD - DA ディスクからの録音速度は等倍 
です。 




‘ウォ—クマン”を楽しむ 
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ディスクの全曲をまと 
めて録音する 
(REC ALL モード） 

1"ウォークマン”を本体の 
WM - PORT コネクター03に 
接続する。 



3本体のウォークマンワンタツ 
チ録音ポタン聞を押す。 

「REC ALL 」 が点滅します。 
しばらくすると 「REC »>WMJ 
が表示され、録音が始まります。 
録音が完了すると、"ウォークマ 
ン”へのアクセスおよびディスク 
の再生が自動的に停止します。 

録音を途中で止めるには 

■ポタン固を押します。 


再生中の曲だけを録音 
する （ REC 1 モード） 

1“ウォークマン”を本体の 
WM - PORT コネクター03に 
接続する。 


2ファンクシヨン +/— ポタン 
[ U を繰り返し}甲して、 CD ファ 
ンクシヨンを選ぶ。 

「 cd 」 が表示されます。 

3ディスクを本機にセツトする。 

4録音したい曲を再生する。 

5本体のウォークマンワンタツ 
チ録音ポタン間を押す。 

「 REC 1」 が点滅します。 

しばらくすると 「REC »>WMJ 
が表示され、録音が始まります。 
録音が完了すると、"ウォークマ 
ン"へのアクセスが自動的に停止 
します。ディスクの再生は継続し 
ます。 

録音を途中で止めるには 

■ポタン固を押します。 


お好みの曲だけを録音 
する （REC PGM モー 
ド） 

プログラム登録した曲のみを"ウォー 
クマン”に録音することができます。 

1“ウォークマゾを本体の 
WM - PORT コネクター_に 
接続する。 

2ファンクシヨン +/— ポタン 
[ I ]を繰り返し}甲して、 CD ファ 
ンクシヨンを選ぶ。 

「 CD 」 が表示されます。 

3ディスクを本機にセツトする。 
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4 お好みの曲をプ□グラム登録 
する。 

「好きな順に曲を聞く」 （27 ページ) 
の手順2〜5を行ってください。 

5本体のウォークマンワンタツ 
チ録音ポタン®を押す。 

「REC PGM 」 が点滅します。 
しばらくすると 「 REC 〉>> WM 」 

が表示され、録音が始まります。 
録音が完了すると、“ウォークマ 
ン”へのアクセスおよびデイスク 
の再生が自動的に停止します。 

録音を途中で止めるには 

■ボタンを押します。 


MP 3 ディスクの特定のフオ 
ルダを録音対象にするには 

MP 3 ディスクの特定のフオルダを録 
音対象にしたいときは、録音前に再生 
モードボタン II で再生モードをフオ 
ルダモード(&点灯)にしておき、 
十/ー ボタン13を繰り返し押して該当 
のフオルダを選び、ウオークマンワン 
タッチ録音ボタンを押してくださ 
い0 

こんな表示が出たときは 

•「 Error 」 が表示されたときは、"ウオーク 
マン“を本機から抜き、再び接続し直して 
ください。 

•「No Device 」 が表示されたときは、 

“ウオークマン”が接続されていません。 
"ウオークマゾを本体の WM - P 〇 RT コネ 
クター旭に接続してください。 


•「REC Error 」 が表示されたときは、録音を 
開始していないか、録音が正常に行われ 
ていません。「故障かな？と思ったら」の 
r "ウ オークマン” 」 の 項目 (52 〜54 ペー 
ジ)をご覧ください。 

•「Fatal Error 」 は、録音中に“ウォークマ 
ン”を取りはずしたときに表示されます。 
録音中に“ウォークマン”を取りはずさな 
いでください。“ウオークマン”の データ 
が破損したり、“ウォークマゾ本体が故 
障するおそれがあります。 


録音した曲の保存先に 
ついて 


本機で録音した曲は、"ウォークマン” 
の「ミュージック」—「フォルダー」 
の中に保存されます。音源の種類や 
録音モードによって以下のように保 
存されます。 


フォルダー 

-& CDDA 001 - CDDA 999* 1 
L ^ TRACKOOI 〜 TRACK 999” 


■& ABC * 2 

Ljiabc * ; 


PGM 001 - PGM 999* 3 


L & REC 1* 4 


CD - DA ディスクから録音したアルノ （ ム/曲 
MP 3 ディスクから録音したフォルダ/ファイル 
(音源と同じフォルダ/ファイル名を表示） 

REC PGM モードで録音した曲をプログラムご 

とにフォルダを生成 

REC 1 モードで録音した曲を保存 


ちょっと一言 


•「Device FuH 」 が表示されたときは、 

“ウオークマゾの空き容量がありません。 
•「Folder Full 」 が表示されたときは、録音 
可能なフオルダ数が上限に達しています。 
• ITrack Fu 旧が表示されたときは、録音可 
能なファイル数が上限に達しています。 


CD - DA ディスクから録音した場合など、ア 
ルパム情報やアーティスト情報がない録音 
データは、“ウォークマゾの「アルバム」や 
「アーティスト」などでは「不明」に分類され 
ます。 




フォルダ名とファイル 
名について 

"ウ ォーク マゾへ録音すると、 

"ウォークマゾ内の「フォルダー」に 
は以下の命名)レールに従ってフォル 
ダと MP 3 ファイルが生成されます。 
保存先については、「録音した曲の保 
存先について」 (33 ページ)をご覧くだ 
さい 0 


REC ALL モード時 


音源 

フォルダ名 

ファイル名 

MP 3 

音源と同じ 1 > 

CD-DA 

“ CDDAOOI ” 2) 

TRACK 001" 3) 


REC 1 モート時 


音源 

フオルダ名 

ファイル名 

MP 3 

•• REC 1" 4) 

音源と同じ 1 > 

CD-DA 

“ TRACK 001” 3) 


REC PGM モード時 


音源 

フオルダ名 

ファイル名 

MP 3 

“PGM 001” 2) 

音源と同じ u 

CD-DA 

TRACKOOI " 3) 


” ファイル名、フォルダ名は最大64文字ま 
で表示されます。 

2 ) フォ )レダ番号が連番で割り振られます 
(最大999 (「 ROOT 」 フォルダおよび 
「 MUSIC 」 フォルダ含む)）。 

3) ファイル番号が連番で割り振られます。 

4) 最初に REC 1 モードで録音を実行したと 
きに 「 REC 1 」フォルダが生成されます。 
以後、 REC 1 モードで録音を行うと、常に 
この 「 REC 1」 フォルダ内に録音した曲が 
保存されます。 


ご注意 

• CD ファンクシヨン以外からは録音でき 
ません。 

• ■•ウォークマン-がデータベースの更新中 
のときは、更新が終わるまで本機に接続 
しないでください。 

• フォルダの認識数は999まで ROOT 、 
MUSIC 、 空フォルダなどデバイス内のす 
ベてのフォルダを含む 

• REC ALL モードでの録音時は、シャツフ 
ル再生またはリピート再生モードは自動 
的に解除され、ノーマル再生モードとな 
ります。 

• MP 3 ディスクからの録音中は、高速録音 
モードとなり、音は聞けません。 

• CD - TEXT 情報を持つ CD - DA トラックが 
音源の場合、録音後の MP 3 ファイルに 
CD - TEXT 情報は含まれません。 

• 録音を途中で止めると、曲の途中まで録 
音された不完全な M P 3 ファイ )レが生成さ 
れます。 

• 次のような条件下では、録音は自動的に 
停止します。 

一 録音中に“ウォークマン”の空き容量 
がな < なった。 

一 “ウォークマゾに録音できる曲数が 
本機の仕様の上限に達した。 

• 録音時に“ウォークマン”に同名のフォル 
ダやファイルが存在するときは、生成時 
のフォルダまたはファイルの名前の最後 
に、連番が追加されます。このため、もと 
もとあったフオルダやファイルが上書き 
されることはありません。 
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“ウォークマン”の 
曲を間< 

別売りの"ウォークマン"を本機と 
接続することで、"ウォークマン"の 
音楽や音声データを聞くことができ 
ます。再生に対応している"ウォーク 
マン”については 、 r ■■ウォークマン" 
の再生 • 録音 • 削除対応機種につい 
て」 （29 ベージ)をご覧ください。 



1フアンクシヨン+/_ポタンほ] 
を繰り返し押して、“ウォーク 
マン”フアンクシヨンを選ぶ。 

「 WALKMAN 」 が表示されます。 


“ウォークマン”を本体の 
WM-PORT コネクター II に 
接続する。 

"ウォークマン-を接続する前に、 
"ウ オーク マン-の ホー ムメ ニュー 
で「5ュージッタ」や「ポッドキャ 
スト」など、ライプラリを選択して 
曲を再生し、停止状態にしてくだ 
さい0 



►ポタン(本体ではボタ 
ン） ® を押して、再生を開始 
する。 


録音した曲を聞く 

一度"ウォークマゾを本機から取り 
はずし、録音した曲を“ウォークマゾ 
で再生してください。再生を停止し 
てから"ウォークマゾを本機に接続 
し、本機を操作して再生してください。 
録音した曲を"ウォークマゾで再生 
するには、「録音した曲の保存先につ 
いて」 （33 ベージ)をご覧になり、録音 
した曲を選んでください。 


‘ウォ—クマン”を楽しむ 


次のページにつづく 35 






























その他の操作 

本体またはリモコンのボタンを使つ 
て以下の操作ができます。 


こんなときは 

操作 

一時停止する 

■■ポタン(本体では 
►■■ポタン） ® を 
押す。 

再生を止める 

■ボタンを押す。 

フオルダをス 
キップする 1 > 

^+/_ボタン U を 
押す。 

曲を選ぶ、 
オーディオ 
ブックやポッ 
ドキャスト 
データのチャ 
プターを選ぶ 

!◄◄/►►! ポタン囹 

を押す。 

曲中の聞ぎた 
い部分を探す、 
オーディオ 
ブックやポッ 
ドキャスト 
データの聞き 
たい部分を探 
す 

再生中に ◄◄/ ►►ボ 
タン坦（本体では 

!◄◄/►►! ボタン也） 

を押し続け、聞きた 
いところで指を離す。 

'ウォークマ 
ンの表 7 JT 窓 
で、メニュー 
項目や再生す 
る曲を選ぶ 2 > 

♦/♦/♦/ ♦ボタン函1を 
押す。 

“ウオークマ 
ン"の表示窓 
で、リスト画 
面の次の画面 
に進んだり、 
曲の再生を始 
める 2 ) 

㊉ ポタン11を押す。 


こんなときは 

操作 

"ウォークマ 

戻るポタン固を 

ンの表 7 J \ 窓 

押す。 

で、リスト画 


面の前の画面 


に戻る 2 > 


'ウォークマ 

オプションボタン园 

ン”の表示窓 

を押す。 

にオプション 


メニューを表 


示する 3 



フォルダのスキップができないときは、 
“ウォークマゾの「ミュージック」以下 
のサーチメニューの検索方法を「アー 
ティスト」または「アルノ （ ム」にしてくだ 
さし'!。お使いの“ウォークマゾによって 
は機能しません。 

2) NW - S 764/ S 765/ S 766' NW - S 764 K / 
S 765 K 、 NW - S 764 BT のみ (2011 年10月 
現在） 

ご注意 

• “ウォークマン”を抜き挿しするときは、 
WM - P 〇 RT コネクター胆の角度に沿っ 
てまっすぐ抜き挿ししてください。ま 
た、 WM - PORT コネクタ ー 〇が破損す 
るおそれがあるため、"ウォークマン”を 
ひねったり、反らせないようご注意くだ 
さい。 

• “ウォークマン”を接続したままの状態で、 
本機を移動しないでください。故障の原 
因となることがあります。 

• “ウォークマン”を抜き挿しするときは、 

本機をしっかり手で押さえ、“ウォークマ 
ン”の操作ボタンを誤って押さないよう 
ご注意ください。 

• 本機の WM - PORT コネクター II は、 

“ウォークマン”専用です。他社製のポー 
タブルオーディオプレーヤーを接続しな 
いで < ださい。 

• Bluetooth 機能付きの“ウォークマゾは、 
Bl uetooth 機能を解除してからお使いく 
ださい。詳しくは、"ウォークマゾの取 
扱説明書をご覧ください。 

• 音が出ないなどの問題が発生した場合は、 
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本機から“ウォークマン”を取りはずし、 
接続し直してください。 

• “ウォークマゾを本機で使用していると 
きは、“ウォークマン”のへッドホン端子 
には音声は出力されません。 

• FM チューナーやワンセグチューナー搭 
載の“ウォークマゾを本機で使用すると、 
放送が受信できなかったり、感度が低下 
することがあります。 

•音量は、本体またはリモコンの音量+ 

/ーポタンを使って調節してください。 
"ウォークマン”側で音量を調節しても、 
音量は変わりません。 

• “ウォークマン”を取りはずすときは、再 
生を停止してから取りはずしてください。 

• 本機は“ウォークマン”の動作のすべてを 
保証するものではありません。 


“ウォークマン”の 
曲を削除する 

「Not Supported 」 と表示されたとき 
は、お使いの"ウォークマン”は、本機 
での曲やフォルダの削除に対応して 
いません。そのため、“ウォークマン” 
の曲やフォルダの削除は、パソコン上 
での削除をおすすめします。詳しく 
は、"ウォークマゾの取扱説明書をご 
覧ください。 

本機での削除に対応する機種をお使 
いの場合には、「録音した曲を削除す 
るには」の手順でも、曲やフォルダを 
削除することができ■ます。ただし、 

“ウ ォーク マン”内のすべての曲を削 
除できるものではありません。詳し 
くは、「削除可能なフォルダ/曲につい 
て」をご覧ください。 

削除に対応している"ウォークマン" 
については、「“ウォークマン”の再生- 
録音 • 削除対応機種について」 (29 ベー 
ジ)をご覧ください。 


削除可能なフォルダ/曲 
について 

本機で削除できるのは、本機で録音 
した曲とフォルダ、パソコンから 
“ウ ォーク マン"にドラッグアンドド 
□ップして転送した MP 3 形式の曲や 
フォルダです。 

• 以下の曲やフォルダは本機で削除できま 
せん。 

一 X - アプリ （ SonicStaae ) から“ウォーク 
マゾに転送した曲やフォルダ 
ー パソコンから“ウォークマン”にド 
ラッグアンドドロップして転送した 

次のページにつづ< 


■ウオ—クマン”を楽しむ 
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M P 3 形式以外の曲やフォルダ 
一他のオーディオ機器から“ウォークマ 
ゾに直接録音した曲やフォルダ 
• 本機が認識できるファイル数、フォルダ 
数はそれぞれ999までです。 

■■ウォークマゾに999以上のファイル、 
フォルダが保存されている場合、本機 
が認識できる数 (999) 以上のファイル、 
フォ J レダは表示窓に表示されません。 
"ウォークマン”のファイルやフォルダを 
削除するときに、表示されないファイル、 
フォルダがある場合は、本機が認識でき 
るファイル形式かどうか、または"ウオー 
タマゾに保存されている ファイル、 フオ 
ルダの数を確認してください。 


本機で録音した曲の保存先やファイ 
ル名については、「録音した曲の保存 
先について」 （33 ベージ)と「フオル 
ダ名とファイル名について」 （34 ペー 
ジ)をご覧ください。 


録音した曲を削除する 
には 

録音した曲やフォルダを削除します。 




1“ウォークマン”を本体の 
WM-PORT コネクター®に 
接続する。 

2フアンクシヨン +/— ポタン 
固を繰り返し押して、‘‘ウォー 
クマン”フアンクシヨンを選 
ぶ。 

「 WALKMAN 」 が表示されます。 
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曲削除ポタン 11 を押す。 

次のメッセージが順に表示されま 
す0 


..... 


__ .{ ..... 

■■■ 

. 



“ウォークマン"内のデータ読み込み中 



「フォルダ」または「トラック（曲)」を選択する 
メッセージ。選択するまで 「 Select 」—「 FLDR / 
TRKJ が繰り返し表示されます。 

「No Track! が表示されたときは 

"ウォークマン”に削除可能な曲があり 
ません。詳しくは、「削除可能なフォ 
ルタ'/曲について」 (37 ページ)をご覧く 
ださい。 

!◄◄/►►! ポタン[ I ]または 
&+/- ポタン■を繰り返し 
押して、削除したい曲または 
フォルダを選ぶ。 

表示窓に曲名またはフォルダ名が 
表示され、続けて 「 Erase ?」 のメッ 
セージが 表示されます。 

• 削除したい曲またはフォルダを変更 
したいときは、選び直してください。 

•「 Erase ?」 のメッセージは、手順5へ進 
むまで10秒間隔で表示されます。 

►ポタン(本体ではボタ 
ン） ® を押して、削除対象の 
曲またはフォルダの選択が正 
しいか音を聞いて確認する。 

選択した曲(フォルダを選択した 


場合は一曲目）が再生されます。 

• 選択が間違えているときは、曲または 
フォルダを選び直してください。 

• 曲の再生中、次の操作ができます。 

— !◄◄/►►! 固：曲の選択 
— ◄◄/►►[!] :早送り/早戻し 
一 ►/» ポタン g ] (本体では Mlg ]) : 
再生/一時停止 

— ■!] :再生を停止して手順4に戻 
る 

6㊉ボタン31を押す。 

「 Erase ??」 の確認メッセージが表 
示されます。 

• 削除対象を変更したいときは、 

八戻るボタン HI を押して手順4か 
らやり直してください。 

•削除を中止したいときは、■ボタン 
を押してください。 

7㊉ボタン圈を押す。 

表示窓に 「 Erasing 」 が表示され、選 
択した曲またはフォルダの削除を 
開始します。削除が完了すると 
「 Complete !」 が表示されます 

8引き続き曲やフォルダを削除 
したいときは、手順4〜7を繰 
り返す。 

削除を終了するには 

■ボタン H ] を押して削除モードを解 
除します。削除対象の曲を再生して 
いるとぎは、■ボタン H ] を2回押して 
削除モードを解除してください。 

こんな表示が出たときは 

•「Erase Error 」 が表示されたときは、 

"ウォークマン”の曲やフォルダ(アルバ 
ム)の削除に失敗しています。 

•「Fatal Error 」 は、削除中に“ウォークマ 
ン”を取りはずしたときに表示されます。 
削除中に"ウォークマン”を取りはずさな 
いでください。“ウ ォーク マン”の データ 
次のページにつづ< 


■ウオ—クマン”を楽しむ 
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が破損したり、“ウォークマゾ本体が故 
障するおそれがあります。 


ご注意 

曲削除ボタン_を押すと、“ウォークマン” 
の全データの読み込みが行われます。 

"ウォークマゾに多数のフォルダやオー 
デイオフアイルがあると、 「 Checkina 」 の 
表示が消えるまで時間がかかる場合があり 
ます。 


ちょっと一言 

•手順3、4、6の操作中に■ボタン囹を押 
すと、操作を中断して削除を途中で止め 
ることができます。 

• 削除対象として曲またはフオルダを選択 
した後も、削除実行前であれば、八戻る 
ボタン HI を押すことで、いつでも削除対 
象の未選択状態 (「Select FLDR / TRKJ の 
みの表示状態)に戻すことができます。 
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その他の操作と設定 


ラジオを聞< 



ラジオ局を受信する 

1フアンクシヨン+/_ポタン回 
を繰り返し}甲して 、 「TUNER 
FMJ または ITUNER AMJ を選 
ぶ。 

2選局モードポタン11を繰り返 
し押して 「 AUTOJ を表示させ 
る 0 


3 +/- ポタン(本体では選局 +/- 
ボタン） [ U を押す。 

表示窓の周波数表示の数字が動ぎ 
始めます。 

ラジオ局を受信すると自動的 
に止まり、 [ TUNED 」 (受信中)と 
「 STEREO 」（ FM ステレオ放送の 
ときのみ)が点灯します(オート 
チューニング)。 

選局モード 


rTUNEDJ が点灯せずラジオ局を 
受信できなかったときは、■ボタ 
ンを押して、以下の手順に従っ 
て手動で選局することもできます。 

手動で選局する場合(マニュアル 
チューニング） 

選局モードボタン II を繰り返し 
押して、 「 AUTO 」 または 「 PRESET 」 
が表示されていない状態にします。 
+/_ボタン ® を繰り返し押して、 
聞きたいラジオ局の周波数に合わ 
せます。 

ちょっと一言 

• スピーカ_コ_ドや AC アダプターに取 
り付けられているフェライトコアをはず 
さないでください。ラジオ受信中に雑音 
の原因となります。 

• FM ステレオ放送の受信中に雑音が多い 
ときは、 FM モードボタン II を繰り返し 
押して 「 MONO 」 を表示させ、モノラル受 
信に切り換えてください。雑音を低減で 
ぎます。 

ステレオ/モノラル表示 

_ I _, 


その他の操作と設定 
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ラジオ局を登録する 

お好みのラジオ局を登録しておくこ 
とができます。 

1登録したいラジオ局を受信する。 
2放送局登録ポタン翅を押す。 


プリセツト番号 



3 +/- ポタン囹を繰り返し押し 
て、プリセツト番号を選ぶ。 

すでに登録済みのプリセツト番号 
を選んだ場合は、新たに受信して 
いるラジオ局の登録に置き換わり 
ます。 

4 ㊉ ポタン圈を押して、登録を 
決定する。 

「 Complete !」 が表示されます。 

5手順1〜4を繰り返して他の 
ラジオ局を登録する。 

FM 放送は20局まで、 AM 放送は 
10局まで登録することができます。 

登録したラジオ局を聞くには 

選局モードボタン固!を繰り返し押し 
て 「 PRESET 」 を表示させ、 +/- ボタン 
[ I ]を押して、聞ぎたいラジオ局のプ 
リセット番号を選びます。 


外部機器を 
接続して間く 



1音量ーポタン [3 を押して、音 
量レベルを下げる。 

2別売りの外部機器を外部入力 
端子0 (18 ページ)に接続す 
る 0 

別売りのオーディオ接続コードを 
使って、外部機器のオーディオ出 
力端子に接続します。 

3フアンクシヨン+/_ポタン [3 
を繰り返し}甲して 、 AUDIO 
IN フアンクシヨンを選ぶ。 

「AUDIO IN 」 が表示されます。 

4外部機器の再生を始める。 

再生が始まつたら、外部機器側の 
音量を調節してください。 
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5 音量 +/_ ポタン 0 を押して、 
音量を調節する。 

ご注意 

外部機器の音量が小さすぎると、本機の 
才一トスタンバイ機能によって自動的にス 
タンバイモードに移行します。詳しくは、 
「才一トスタンバイ機能について」 （22 ベー 
ジ) を ご覧く ださい。 


音質を調整する 

「 BASS 」 または ITREBLE 」 を調整でき 
ます。 



1イコライザポタン0を繰り 
返し押して、 「BASSJ または 
「TREBLE」 に切り換える。 

2 「BASSJ または 「TREBLE」 が点 
灯している間、 ♦/ ♦ポタン囫 
を押す。 

調整できる値の範囲は、 -4-0 
〜+4です。 


表示窓の表示を 
切り換える 



こんなときは操作 

表示窓で情報電源「入」時に、表示 
を見る" 切換ボタン回を繰り 

返し押す。 

電源「切」時に電源「切」時に、表示 
時計を表示す切換ボタン团を繰り 
る 返し押す。約8秒間 

時計が表示されます。 


* CD や MP 3 ディスクの次のような情報を 
見ることができます。ただし、表示され 
る情報は本機の状態によって異なりま 
す。 

CD - DA ディスクの場合 

一総演奏時間、総トラック数 

MP 3 ディスクの場合 

一曲名 （「 J 1 I ) 

ーアーティスト名 （「土」） 

次のページにつづ< 


その他の操作と設定 
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- アルバム名'フォルダ名 （ 「&)」 ） 

一 CD - DA ディスクの総演奏時間、総卜 
ラック数(ノーマル再生モ_ドでの停 
止中） 

一 MP 3 ディスクの総フォルダ(アルバ 
ム)数(ノーマル再生モードでの停止 
中） 

ー ボリュームラベル ( MP 3 ディスクに名 
前が付いている場合） 

表示に関する ご注意 

• 本機で表示できない文字があった場合、 
アンダースコア (_) に置き換えて表示さ 
れます。 

• 以下の情報は表示されません。 

一 MP 3 ディスクの総演奏時間および残 
り時間 

一 曲 ( MP 3 ファイル)の残り時間 

• 以下の情報は正しく表示されないことが 
あります。 

一 VBR (Variable Bit Rate ) の設定でエ 
ンコードされた MP 3 ファイルの再生 
経過時間 

一 ISO 9660 Level 1 /Level 2または 
Joliet の拡張フォーマットの命名規則 
に準拠していないフォルダ名、ファイ 
ル名 

• 以下の情報は表示されます。 

- CD - DA ディスクの総演奏時間（ノーマ 
ル再生モードでの再生中） 

一 曲 ( CD - DA トラック)の残り時間 
一 CD - DA ディスクの残り時間（ノーマル 
再生モードでの再生中） 

一 MP 3 ファイルの ID 3 タグの情報。 ID 3 
のノ〈ージ ョン 1とノ （ー ジョン2のタグ 
が混在して使われている場合は、バー 
ジョン2のタグ情報が優先的に表示さ 
れます。 

一 ID 3 タグの先頭から32文字。表示可能 
な文字の種類は、大文字 ( A 〜 Z ) 、数字 
(0 〜9)、記号(〃$%， ()* + ,-./ く 

=>@[\]一'{|}!?八〜)です。 


タイマーを使う 

本機のタイマー機能には、スリープタ 
イマー、再生タイマーの2種類があり 
ます。 

再生タイマーが働いているときにス 
リーブタイマーを使うと、スリープタ 
イマーが優先されます。 

タイマーの設定は、リモコンのボタン 
で行います。 



ス U —プタイマー 

指定した時間が経過すると、自動的に 
本機の電源が切れます。スリープタ 
イマーは、本機の時計を合わせていな 
い状態でも使用できます。 

スリープボタン_を繰り返し押 
す。 

例えば、30分後に電源が切れるよう 
にするときは、 「30 min 」 を選びます。 
スリープタイマーを中止するときは、 
「SLEEP OFF 」 を選びます。 
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再生タイマー 

指定した時刻に毎日自動的に音源をス 
タートさせ、音楽やラジオを聞くこと 
がでぎます。 

設定の前に、本機の時計を合わせてく 
ださい。 

1音源を準備する。 

音源を準備し、音量+/_ポタン0 
を押して音量を調節します。音源 
として指定できるのは、ディスク 
またはラジオ局です。 

ディスクの好きな曲だけを再生し 
たいときは、プログラム登録をし 
てください。詳しくは、「好きな順 
に曲を聞く」 (27 ページ)をご覧く 
ださい。 

ラジオ局を音源にするときは、 
才一トチューニング、マニュアル 
チューニング、登録済みのプリ 
セツトのいずれかの方法で、事前 
にお好みのラジオ局に周波数を合 
わせてください (41 ページ)。 

2時計/タイマー設定ポタン H 
を押して、再生タイマーの設定 
を開始する。 

3 ♦/ ♦ポタン函を繰り返し押し 
て 「PLAY SET ?」 を選び、 ㊉ ポ 
タン园を押す。 

開始時刻の時間が点滅します。 


4 開始時刻を設定する。 

♦/ ♦ボタン函を繰り返し押して 
「時」を設定し、 ㊉ ポタン31を押し 
ます。 

分表示が点滅したら、同様に「分」 

を設定します。 

「分」の設定が終わると、終了時刻 
の設定に切り換わります。 

5 手順 4 と同様の手順で終了時 
刻を設定する。 

「TIME NG ! J が点滅表示された 
とぎは 

開始時刻と終了時刻が同時刻に 
なっています。終了時刻を設定し 
直してください。 

6音源を選ぶ。 

♦/ ♦ボタン函 I を繰り返し押して音 
源 ( ITUNERFM」、[TUNER AM 」、 
「CD PLAY 」) を選び、 ㊉ ボタン 01 
を押します。音源の設定が終わる 
と、再生タイマーの設定確認が表 
示されます。 

7 I / O ボタン0を押して、電源を 
切る。 

音源を rTUNER FM」、[TUNER 
AM 」 に設定している場合は、タイ 
マー開始時刻の約15秒前 、 「CD 
PLAY 」 を設定している場合は約 
90秒前に自動的に電源が入りま 
す。開始時刻に電源が入っている 
と、再生タイマーは働きません。 
電源が入り音源の再生が始まるま 
で、本機の操作はしないでください。 


その他の操作と設定 
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再生タイマーの設定を確認す 
るには 

1時計/タイマー設定ポタンを押 
す。 


ちょっと一言 

手動で中止しないかぎり、再生タイマーの 
設定は保持されます。 


2 ♦/ ♦ポタン函を繰り返し押して、 
「TIMER SEL ?」 を選び、 ㊉ ポタン 
13を押す。 

3 ♦/ ♦ポタン函を繰り返し押して、 
「 PLAYSEL ?」 を選び、 ㊉ ポタン01 
を押す。 

再生タイマーの設定が表示されま 
す0 


再生タイマーを中止するには 

1時計/タイマー設定ポタン_を押 
す。 


2 ♦/ ♦ポタン函を繰り返し押して、 
「TIMER SEL ?」 を選び、 ㊉ ポタン 
13を押す。 

3 ♦/ ♦ポタン函を繰り返し押して、 
「TIMER OFF ?」 を選び、 ㊉ ポタン 
II を押す。 


設定を変更するには 

再生タイマーの設定をやり直してく 
ださい。 

ご注意 

再生タイマーの音源にラジオを選択した場 
合、ラジオ局の周波数やバンド ( FM / AM ) 

は再生タイマー設定時のチューニングに固 
定されます。設定後に周波数やバンドを変 
更しても、再生タイマーには反映されませ 
ん〇 
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使用上のご注意 • 
主な仕様 


使用上のご注意 

再生できるディスク 

• 音楽用 CD 

• CD - R / CD-RW ( CD-DA トラック 
または MP 3 ファイルの音楽データ) 

• データのない CD - R / CD-RW ディス 
クを使用しないでください。ディ 
スクに ダメージを 与えるおそれが 
あります。 

再生できないディスク 

• CD-ROM 

• 音楽 CD の規格に準拠していない 
形式で記録された CD-R および 
CD-RW ディスク、 IS 〇9660 Level 
1 /Level 2または Joliet のフォー 
マッ トに準拠しない CD-R および 
CD-RW ディスク 

• マルチセッション方式で記録して、 
セツションク□—ズ処理をしてい 
ない CD-R および CD-RW ディスク 

• 記録品質の悪い CD-R および 
CD-RW ディスク、傷、汚れのある 
CD-R および CD-RW ディスク、互 
換性のない レコーダーで 記録した 
CD-R および CD-RW ディスク 

• 書き込み用ソフトウェアやレコー 
ダーによる「ファイナライズ処理」 
が正常に終了していない CD-R およ 
び CD-RW ディスク 

• MP 3 形式 (MPEG 1 Audio 
Layer -3) 以外のフオー マツ トの 
オーディオファイルが記録された 


CD - R および CD - RW ディスク 

• 円形以外の特殊な形状(カード型、 
八一卜型、星型など)をしたディスク 

• 紙やシールの貼られたディスク 

• 中古ディスクやレンタルディスク 
で、セ□ノ V ンテープやレンタルディ 
スクのラベルなどの接着剤がはみ 
出したり、はがしたあとのあるディ 
スク 

• 盤面印刷で作成したラベルのイン 
クが乾いていないディスク 

CD の取り扱いかた 

• ふだんのお手入れは、柔らかい布で 
ディスクの中心から外の方向へ軽 
く拭きます。汚れがひどいときは、 
少し湿らせた布で拭いたあと、乾い 
た布で水気を拭き取つてください。 
ベンジンや レコー ドク リーナー、 静 
電気防止剤などは使わないでくだ 
さい 。 

• 直射日光が当たる場所、車やトラン 
クの中など、高温になるところには 
置かないでください。 

• 市販の CD レンズ用クリーニング 
ディスクは、本機では使わないでく 
ださい。故障するおそれがあります。 

設置時のご注意 

• ぐらついた台の上や不安定な場所、 
振動する場所、ほこりの多い所、直 
射日光が当たる場所、湿度が高い所、 
湿気の多い所、風通しの悪い場所、 
極端に寒い所などには、本機を設置 
しないで < ださい。 

• 特殊な塗装、ワックス、油脂、溶剤な 
どが塗られている場所に、本機およ 
びスピーカーを設置すると、変色、 
染みなどが残ることがあります。 


使用上のご注意.主な仕様 
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• 部屋の暖房を入れた直後など、内部 
のレンズに水滴がつくことがあり 
ます(結露)。正常に動作しないば 
かりでなく、ディスクや部品を傷め 
ることがあるので、本機を使わない 
ときは、ディスクを取り出してくだ 
さい。結露が生じたときは、ディス 
クを取り出して、電源を入れたまま 
約1時間放置し、再び電源を入れ直 
してください。もし何時間たって 
も正常に動作しないときは、ソニー 
の相談窓口にご相談ください。 

AC アダプターについてのご注意 

• AC アダプターは、お手近なコンセ 
ントを使用してください。使用中、 
不具合が生じたときは、すぐにコン 
セントからプラグを抜き、電源を遮 
断してください。 

• AC アダプターを壁との隙間などの 
狭い場所に設置して使用しないで 
ください。 


ださい。それでも色むらが残る場合 
は、スピーカーをさらにテレビから離 
してください。 

お手入れのしかた 

キャビネットやパネル面の汚れは、中 
性洗剤溶液を少し含ませた柔らかい 
布などで拭いてください。シンナー、 
ベンジン、 アルコール などは表面を傷 
めるので、使わないでください。 

重要 

機器の名称と電気定格は、底面に表示 
されています。 


使用時の放熱について 

• 使用中、本体の温度が上昇すること 
がありますが、故障ではありません。 
• 大音量で鳴らし続けると、本体キャ 
ビネットの天板や側面、底面が熱く 
なることがあります。このような 
ときは、火傷などのけがの原因とな 
るため、キャビネットなどに触れな 
いでください。 

テレビの色むらについて 

本機のスピーカーは防磁型ではあり 
ません。そのため、本機のスピーカー 
をテレビのそばで使うと、テレビ画面 
に色むらが起こります。テレビから 
離してお使いください。色むらが起 
きたら、いつたんテレビの電源を切り、 
15〜30分後に再び電源を入れてく 
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故障かな？と思った 5 

本機を使用中にトラブルが発生した場合は、 ソニーの 相談窓口にご相談になる 
前に、もう一度下記の流れに従ってチエックしてください。メッセージー覧 (55 
ページ)も合わせてご覧ください。メッセージなどが表示されている場合は、書 
ぎとめてお< ことをおすすめします。 


手順1本書で調べる 

この「故障かな？と思ったら」をチェックし、該当する項目を調べる。 

本書の手順の中にも、様々な情報があります。該当する項目を調べてください。 

I 


手順 2 r サポート • お問い合わせ」のホームページで調べる 

http :// www . sony . cojp / systemstereo - support / で調へぬ 0 

最新のサボート情報や、よくあるお問い合わせとその回答を掲載しています。 



手順3それでもトラプルが解決しないときは 

ソニーの相談窓口 (裏表紙)またはお買い上げ店にご相談ください。 


ご相談になるときは次のことをお知らせください。 

• 型名： CMT - V 30 
• 故障の状態：できるだけ詳しく 

• 故障したときに再生していた音源(ディスクや“ウォークマゾなど）： 
• 購入年月日： 

• お買い上げ店： 


使用上のご注意.主な仕様 
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スタンバイランプが点滅している 
とぎは 

すぐに電源プラグを抜いて以下の 
項目を確認してください。 

• スピーカーコードがシヨートし 
ていませんか？ 

• WM-PORT コネクター II が 
シヨートしていませんか？ 

• 交流10 0 V 以外のコンセントに 
接続していませんか？ 

異常がなければ、再度電源プラグ 
をコンセントにつなぎ、電源を入 
れてください。それでもトラブル 
が解決しないときは、ソニーの相 
談窓口 (裏表紙)またはお買い上げ 
店にご相談ください。 


共通 


電源が入らない。 

• 電源プラグがコンセントにしっか 
り差し込まれていますか？ 

• 電源 コー ドセツトが AC アダプター 
にしっかりと差し込まれています 
か？ 

• AC アダプターの DC プラグが本体 
にしっかりと差し込まれています 
か？ 

• 付属品と異なる AC アダプターを本 
体に接続していませんか？ 

気がつくと表示が消え、スタンバイ 

モードになつている。 

• 本機のオートスタンバイ機能に 
よって、無操作または無音の状態が 
30分経過すると自動的にスタンパ 
イモードに移行します。詳しくは、 
「オートスタンバイ機能について」 


をご覧ください (22 ページ)。 

時計設定や再生タイマーの操作が突 

然キャンセルされる。 

• 無操作の時間が約1分経過すると、 
時計設定と再生タイマーの操作は 
自動的にキャンセルされます。始 
めから操作をやり直してください。 

音が出ない。 

• スピーカ _ コードを正しく接続し 
ていますか？ 

• 付属のスピーカーを使っています 
か？ 

• 一時的にラジオ局が放送を中止し 
ている場合があります。 

左右の音のバランスが悪い、または逆 

転している。 

• スピーカーをできるだけ左右対称 
の位置に設置してください。 

• 付属のスピーカーを接続してくだ 
さい。 

ブーンという音がする、ノイズがひどい。 

• テレビやビデオなどのノイズの原 
因になりやすい機器から本機を離 
して設置してください。 

• 電源プラグを別のコンセントに接 
続してみてください。 

• 別売りのノイズフィルターの電源 
コードセットへの装着をおすすめし 
ます。ノイズが低減できる場合があ 
ります。 

U モコンで操作でぎない。 

• リモコンと本体の間の障害物を取 
り除き、本体を蛍光灯から離して設 
置してください。 
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• リモコンを本体のリモコン受光部 
に向けてください。 

• リモコンを本体に近づけて操作し 
てください。 

CD / MP 3 ディスク 

音飛びする、再生が始まらない。 

• ディスクが汚れている、またはディ 
スクに傷がついている。汚れの場 
合は、拭き取ってください。 

• 振動のない場所(安定した台の上な 
ど)に本機を設置してください。 

• スピーカーを本機から離したり、設 
置位置を変えてみてください。音 
量によっては、スピーカーの振動が 
音飛びの原因となることがあります。 

再生が1曲目から始まらない。 

• シャッフル再生、またはプログラム 
再生になっていないか確認してく 
ださい。停止中に再生モードボタ 
ン II を繰り返し押すと、表示窓の 
「 PGM 」 または 「 SHUF 」 が消え、ノー 
マル再生に戻すことができます。 

再生が始まるまでに時間がかかる。 

• 次のような場合、ディスクの再生が 
始まるまでにしばらく時間がかか 
ることがあります。 

ー ディスク上のフアイ)レ構造が極 
端に複雑になっている。 

ー マルチセッシヨン形式で記録し 
たディスク 

一 「フアイナライズ処理」が行われ 
ていないディスク(書き込み済み 
の CD - R や CD-R W で、さらに書き 
込みが可能な状態のデイスク） 

ー フォルダ数が多いディスク 


ディスク読み込み時のレスポ 
ンスを改善するには 

本機は、必要に応じて CD プレーヤー 
へ通電するよう、 CD プレーヤーへの 
給電を管理するパワーマネジメント 
機能があります。パワーマネジメン 
卜機能をオンに設定することで、ディ 
スクの読み込み時間を短縮すること 
ができ■ます。 

お買い上げ時の状態では、ノ（ワーマ 
ネージメント機能はオフに設定され 
ています。本体のボタンを使って才 
ンにします。 

1フアンクシヨン +/— ポタンを繰 
り返し J 甲して、 CD フアンクシヨン 
を選ぶ。 

2 I 八!) ポタン Q ] を押して、電源を切る。 

3 「STANDBY」 の点滅が止まったら、 
本体のフアンクシヨンポタン同を 
押しながら、本体のI 八！) ポタン Q] を 
押す。 

rCD POWER 」—「 ON 」 が表示され 
ます。 

パワーマネージメント機能をオン 
にすると、ディスク読み込み時のレ 
スポンスは改善しますが、ラジオの 
受信感度が落ちることがあります。 
その場合には、ノ くワ_マネージメン 
卜機能をオフに戻してください。 
パワーマネージメント機能がオン 
の状態で手順1〜3を行うと 、 「CD 
POWER 」— 「〇 FF 」 が表示され、パ 
ヮ_マネージメント機能がオフに 
なります。 
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“ウォークマン” 


“ウォークマン”が充電されない0 

• “ウォークマン“が WM - PORT コネ 
クター面]に正しく接続されている 
かどうか確認してください。 

• 本機がスタンバイモードの場合、表 
示切換ボタン固を押して表示モー 
ドを切り換えると、本機は充電を終 
了します。 

• 充電開始から4時間を超えると充電 
は止まります。 

“ウォークマン”に録音できない 

•「Not Supported 」 と表示されると 
きは、お使いの“ウォークマゾが 
本機での録音に対応していません。 
下記ホームページの機種別サボー 
卜で対応機種を確認してください。 
http :// www . sony . co . jp / systemstereo - support / 

録音が始まらない。 

• 次のような原因が考えられます。 

一 “ウォークマン”に空き容量がない。 
一録音可能なファイルやフォルダ 
数が上限に達している。 

録音が完了前に停止してしまう。 

• ファイルやフォルダ数が上限に達 
した。 

• 本機の電源と“ウォークマゾの電 
源を入れ直してから録音をやり直 
してください。 

• “ウォークマン”の空き容量がなく 
なった。 

録音に失敗する。 

• 対応機種以外の“ウォークマン”を 
使っている。下記ホームページの 
機種別サボートで対応機種を確認 


してください。 

http :// www . sony . co . jp / systemstereo - support / 

• 本機の電源と“ウォークマゾの電 
源を入れ直してから録音をやり直 
してください。 

• 録音中に、本機から“ウォークマ 
ン”をはずした。録音中にこのよ 
うな操作を行うと、曲の途中まで 
録音された不完全な MP 3 ファイル 
が“ウォークマゾに残ってしまい 
ます。不完全に録音された MP 3 
ファイルを“ウォークマン”から削 
除し (37 ページ)、録音をやり直し 
てください。問題解決にあたって 
は、“ウォークマン”の取扱説明書も 
合わせてご覧ください。それでも 
問題が解決しない場合は、“ウォー 
クマゾの故障の可能性があります。 
お買い上げ店またはソニーの相談 
窓口にご相談ください。 

• “ウォークマゾへの録音や消去を 
多く繰り返すと、“ウォークマン”内 
部のファイル構造の断片化によっ 
て、録音動作に必要な連続した空き 
容量が確保できなくなり、録音に失 
敗することがあります。このよう 
な場合には、“ウォークマン”の不要 
データを削除するなどして空き容 
量を確保してください。詳しくは、 

“ウォークマン”の取扱説明書をご 
覧ください。それでも問題が解決 
しない場合は、ソニーの相談窓口に 
ご相談ください。 

“ウォークマン”からファイルやフォ 

ルダを削除できない。 

•「Not Supported 」 と表示されると 
きは、お使いの“ウォークマン”が本 
機での削除に対応していません。 
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下記ホームページの機種別サボー 
卜で対応機種を確認してください。 
http :// www . sony . co . jp / systemstereo - support / 
対応機種以外の“ウォークマン”を 
使っている場合は、バソコン上で削 
除してください。詳しくは、“ウォー 
クマン”の取扱説明書をご覧くださ 
し)。 

• 削除中に、本機から“ウォークマン" 
をはずした、または“ウォークマン” 
の電源を「切」にした。削除中にこ 
のような操作を行うと、正常に削除 
が行われません。削除をやり直し 
てください。問題解決にあたって 
は、“ウォークマン”の取扱説明書も 
合わせてご覧ください。それでも 
問題が解決しない場合は、“ウォー 
クマン”の故障の可能性があります。 
お買い上げ店またはソニーの相談 
窓口にご相談ください。 

“ウォークマン”が正常に動作しない。 

• 対応機種以外の“ウォークマゾを 
使うと、次のような問題が発生する 
おそれがあります。下記ホームペー 
ジの機種別サボートで対応機種を 
確認してください。 
http :// wvwv . sony . co . jp / systemstereo - support / 
—"ウォークマゾが本機に認識さ 
れない。 

-曲名やフォルダ名(アルバム名） 

が表71^窓に表されない。 

一曲が再生されない。 

一音飛びする。 

ー ノイズが混じる。 

一音が歪む。 

一 録音が途中で止まる。 


音が出ない。 

• “ウォークマゾが本機にしっかり 
挿し込まれていますか？ 

本機の電源を切り、“ウォークマン” 
を接続し直してください。 

ノイズ • 音飛びが発生する、音が歪む。 

• 本機の電源と“ウォークマン”の電 
源を入れ直してから、“ウォークマ 
ゾを接続し直してください。 

• 音源そのものにノイズや歪みがな 
いか確認してください。ノイズは 
録音の過程で混入する場合もあり 
ます。このようなときは、録音をや 
り直してください。 

• 音量が大きすぎる。音量を下げて 
調節してください。 

• “ウオークマン”のサウンドモードは 
ノーマル(フラット)でお使いくださ 
し、。ノーマルモード以外の設定で本 
機で使用すると、音の歪みやノイズ 
の原因となることがあります。 

曲名やフォルダ名(アルバム名)が正 

しく表示されない。 

• 録音 • 転送した音楽データが破損 
している可能性があります。本機 
で録音した場合は、録音をし直し 
てください。パソコンを使って 
“ウォークマゾに曲を転送した 
データについては、転送をやり直し 
てください。パソコンからの曲の 
転送のしかたについては、“ウォーク 
マン”の取扱説明書をご覧ください。 

• 本機で表示できる文字は、アルファ 
べットと数字のみです。表示でき 
ない文字は、アンダースコア (_) が 
表示されます。 
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“ウォークマン”が認識されない。 

• 本機の電源と“ウォークマン”の電 
源を入れ直してから、“ウォークマ 
ン”を接続し直してください。 

• 対応機種以外の“ウォークマン”を 
使っている。下記ホームページの 
機種別サボートで対応機種を確認 
してください。 

http :// www . sony . co . jp / systemstereo - support / 

• “ウォークマゾが正常に動作して 
いない可能性があります。“ウォー 
クマン”の取扱説明書をご覧のうえ、 
問題が解決しない場合には、ソニー 
の相談窓口にご相談ください。 

再生が始まらない。 

• “ウ ォーク マン”の ホー ムメニューで 
「ミュージック」や「ポッドキャスト」 
など、ライブラリを選択して曲を再 
生し、停止状態にしてください。そ 
れから本機に接続し、►ボタン(本 
体ではボタン） 3] を押してく 
ださい。 

• 本機の電源を切り、“ウォークマン” 
を接続し直し、再度本機の電源を入 
れてください。 

• 対応機種以外の“ウォークマン”を 
使っている。下記ホームページの 
機種別サボートで対応機種を確認 
してください。 

http :// www . sony . co . jp / systemstereo - support / 

• 再生を開始しているか確認してく 
ださい。開始していない場合は、 

►-ボタン(本体では^11ボタン） 

S ] を押して曲の再生を開始してく 
ださい。 

再生が1曲目から始まらない。 

• “ウォークマン”の再生モードが 
シャッフルなどノ ーマ)レ再生以外 


のモードにセツトされていないか 
確認してください。“ウォークマゾ 
の再生モードについては、“ウオーク 
マン”の取扱説明書をご覧ください。 

ラジオ 


雑音が入る (「 TUNEDJ や 
rSTEREOJ が点滅する)、または放送 
が受信できない。 

• アンテナを正しく接続してください。 
• 受信状態のよい場所や方向を探し、 
アンテナを設置し直してください。 

• アンテナを本体や スピーカーコー 
ド、他の AV 機器から離してください。 
• 本機の近くにある電気器具の電源 
を切ってください。 

• スピーカ_コ_ドと AC アダプター 
に取り付けられているフェライト 
コアははずさないでください。 

複数の放送局が同時に聞こえる場合。 

• アンテナの場所や方向を調整して 
アンテナを設置し直してください。 

• アンテナを（コードクリップなどを 
使って)束ね、長さを調整してくだ 
さい。 

お買い上げ時の状態にリセッ 
卜するには 

「故障かな？と思ったら」の該当項目 
をチェックしても正常に動作しない 
場合は、次の手順で本機をお買い上げ 
時の状態にリセットしてください。 
本体のボタンを使ってリセットを行 
います。 
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1 電源プラグをコンセントから抜き、 
再度接続して、電源を入れる。 

2フアンクシヨンポタン g ] と■ポタ 
ン囹を 「 RESET 」 が表示されるまで 
押し続ける。 

ラジオ局のプリセット設定や時計、 
タイマーなどの設定が、お買い上げ 
時の状態に戻ります。リセットを 
行ってもまだ正常に動作しない場 
合は、ソニーの相談窓口にご相談く 
ださい。 


メッセージー覧 

本機の使用中に、次のようなメッセー 
ジが表示、または点滅することがあり 
ます。 

Complete ! 

• FM / AM 局のプリセット登録が正常 
に完了した。 

• “ウォークマゾの曲、フォルダの削 
除が完了した。 

Charaing 

電源がオフの状態で"ウォークマン 
“を充電しているときに表示されます。 

Checking 

「 WALKMAN 」 モードのときに、曲削 
除ボタン HI を押した。 

"ウォークマゾ内のファイルを読み 
込み、ファイルを削除するモードへ移 
行中です。 

Data Error 

“ウォークマン”内の曲を削除すると 
き、削除対象の曲を再生しようとした 
ら再生できないファイルを選んだ。 

LOCKED 

デイスクス□ットがロックされ、デイ 
スクが取り出せない。ソニーの相談 
窓口にご相談ください。 

Error 

“ウォークマゾを本機から抜いて、再 
び接続し直してください。 

Device Full 

“ウ ォーク マゾの空き容量がない。 
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Erase Error 

“ウォークマゾの曲やフォルダ(アル 
バム)の削除に失敗した。 

Fatal Error 

曲の録音中や削除中に"ウォークマ 
ン”を取りはずした。 

Folder Full 

録音可能なフォルダ数が上限に達し 
ている。 

Step Full ! 

プログラム登録中に26曲目を登録し 
ようとした。 

No Device 

“ウ ォークマン” が接続されていない 
ときに、曲削除ボタン II を押した。 

No Disc 

ディスクが入っていない、または本機 
では再生できないディスクをセツトし 
た。 

No Step 

登録していたプログラムをすべて消 
去した。 


CD Over 

CD ファンクシヨンで、再生または一 
時停止中に►►ポタン囹を押し続け、 
ディスクの最後まで達した。 

Push STOP ! 

再生中に再生モードボタン II を押し 
た。 

Readina 

ディスクの情報を読み込んでいる。 
このとき、いくつかのボタンは操作で 
きなくなります。 

REC Error 

録音を開始していない、録音が正常に 
行われていない (5 1ページ)。 

TIME NG ! 

再生タイマーの設定で、開始時刻と終 
了時刻を同じに設定した。 

Track Full 

録音可能なフアイル数が上限に達し 
ている。 


Not Supported 

お使いの“ウォークマゾが、本機での 
録音、本機での曲やフォルダの削除に 
対応していない。 

No Track 

“ウォークマン”に削除可能な曲がな 
い0 

Not in Use 

使用できないボタンを押した。 
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生、再利用する場合があります。その際、交 
換した部品は回収させていただきます。 


保証書と アフター 
サービス 

本機は日本国内専用です。電源電圧 
や放送規格の異なる海外ではお使い 
になれません。 

保証書 

• この製品には保証書が添付されています 
ので、お買い上げの際、お買い上げ店でお 
受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確か 
めのうえ、大切に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いときはますチェックを 

この説明書をもう1度ご覧になってお調べ 
ください。 

それでも具合の悪いときは 
サービスへ 

ソニーの相談窓口やお買い上げ店、または 
添付の「ソニーご相談窓口のご案内」にある 
お近くのソニーサービス窓口にご相談くだ 
さい。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させてい 
ただきます。詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持できる場合は、ご 
要望により有料修理させていただきます。 

部品の保有期間について 

当社ではマイク□八イフアイコンポーネン 
トシステムの補修用性能部品(製品の機能 
を維持するために必要な部品)を、製造打ち 
切り後8年間保有しています。 

部品の交換について 

この製品は、修理の際に交換した部品を再 
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主な仕様 

本体 ( HCD - V 30) 

ァンプ部 

実用最大出力 

20 W + 20 W (8 Q 、 JEITA *) 

入 • 出力端子 

外部入力端子 

ステレオミニジャック700 mV 
(47 kO ) 

0 (へッドホン)端子 

ステレオミニジャック 8 Q 以上 
"ウォークマン”接続端子 ( WM - P 0 RT ) 

WM - P 0 RT 搭載“ウォークマゾ接 
続用 、 DC 5 V , 500 mA 

CD プレーヤー部 

形式 

コンパクトディスクデジタルオー 
ディオシステム 
周波数特性 

20 Hz 〜20 kHz 
S / N 比 

90 dB 以上 
ダイナミックレンジ 
90 dB 以上 

チューナー部 

回路方式 

FM/AM チューナー、スーノて一へテ 
□ダイン方式 

受信周波数 

FM : 76.0 MHz 〜90.0 MHz 
(100 kHz ステップ） 

AM : 531 kHz 〜1,602 kHz 
(9 kHz ステップ） 

アンテナ端子 

FM アンテナ、 AM ループアンテナ 
一体型 


スピーカー （ SS - CV 30 B また 
は SS - CV 30 W ) 

形式 

ウーファー： 80 mm コーン型 
ツイーター： 40 mm コーン型 

定格インピーダンス 

80 

最大外形寸法(幅 x 高さ x 奥行き） 

約140 mmx 245 mmx 103 mm 

質量 

約 1.2 kg (1 台） 

その他 

電源 ( AC アダプター） 

入力： AC 100 V - 240 V 、 

50 Hz /60 Hz 
出力 ： DC 1 9.5 V 3.9 A 

AC アダプターは 「JIS C 61000 -3-2 適合 
品」です。 

消費電力 

24 W (通常動作時 ( JEITA *)) 

最大外形寸法(幅 x 高さ x 奥行き、最大 
突起部含む、 スピーカー 除く） 

約250 mm x 245 mm x 130 mm 

質量(スピーカー除く） 

約 2.2 kg 

付属品 

スタンド （1) /リモートコマンダー 
( RM - AMU 1 28または RM - AMU 1 29) 

(1) /単三形 ( R 6) 乾電池 (2) / AC ア 
ダプタ_ (1) /電源コードセット （1) 
/ FM ’ AM アンテナ （1) /壁掛け用パッ 
ド （1 シート）/“ウォークマン”用アタッ 
チメント (2) /取扱説明書(本書） （1) 

/ソニーご相談窓口のご案内 （1) /保 
証書 (1) /ユーザー登録カード (1) 

仕様および外観は、改良のため予告なく 
変更することがありますが、ご了承くだ 
さい0 
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* JEITA (電子情報技術産業協会)規格によ 
る測定値です。 


f 寺機時消費電力： 0.5 W 




eco 


省資源 


省エネ：オートスタンバイ機能搭載 

省資源：包装体積15%削減 (2009 年度当社従来モデル CMT - V 3 比) 




貪?を付時間などは http://www.sony.co.jp/support 
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